
令和８年 10 月吉日 

ききべの会 会長 倉澤克彦 

 

ききべの会 文化講演 

『築地の貴重な遺跡と文化財』について(ご案内) 
 

秋の深まりを感じる今日この頃、皆様におかれましては、ますますご健勝のこと

とお慶び申し上げます。日頃より、ききべの会の活動にご理解とご協力をいただき、

誠にありがとうございます。 

  

さて、標記の文化講演ですが、下記の通り開催いたします。 

記 

 

文化の秋、県宝倉沢家住宅奥座敷で、築地の歴史を学びましょう。 

  中学生、小学生(高学年)大歓迎! ふるさとに誇りを持ちましょう。 

 

講 師   倉澤 正幸さん 

 元上田博物館館長 築地を通る「東山道の発掘」を担当されました。 

日 時   令和８年１１月１日(日)  午前１０時から１２時 

場 所   県宝「倉沢家住宅」奥座敷 

内 容   縄文、弥生から近世まで、東山道や築地のお宮の鳥居や道祖神などに 

ついて 

 
※ 当日参加された方には、６月に回覧しまし

た４０年前の故黒坂周平先生による講演記
録「築地の歴史」をお配りします。 

築地の名前の由来や築地に残る地名(小字

名)や住んでいた豪族が日本中を騒がせた『泉

親衡(いずみちかひら)の乱』を起こした張本人

であったことや親衡が実は龍の子太郎や三年

寝太郎のモデルになった話などとても興味深

い内容です。 

 

朗報です。倉沢家住宅のフジバカマ園に、５年目

にして初めて、アサギマダラが飛来しました。ぜひ、

見においでください。     撮影 倉沢禎子さん 

 

 


